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人生100年
時代の

社会人
基礎力

「社会人基礎力」と は 、 「前に踏み出す力」、 「考え抜く力」、 「 チー ムで働く力」の3つの能力(12の能力

要素 ）から構成されており、 「職場や地域社会 で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」とし

て、 経済産業省が2006年に提唱しました。

「人生100年時代」や「第四次産業革命」の下で、 2006年に発表した 「社会人基礎力」 はむしろその重要

性を増しており、 有効ですが、 「人生100年時代」な らではの切りロ ・ 視点が必要となっていました。

こうした状況を 踏まえ、 平成29年度に開催した 「我が国産業における人材力強化に向けた研究会」におい

て、 こ れま で以上に長くなる個人の企業 ・ 組織 ・ 社会との関わりの中で、 ライフステ ー ジの各段階で活躍し

続けるために求め られる力を 「人生100年時代の社会人基礎力」と新たに定義しました。 社会人基礎力の3

つの能力／12の能力要素を内容としつつ 、 能力を 発揮するにあたって、 自己を認識してリフレクション（振

り返り）しながら、 目的 、 学び、 統合のバランスを図ることが、 自らキャリアを切りひらいていく上 で必要

と位置づけ られま す。
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考え鎌くカ

課発見力、
計画力、
想像力

（出典：経済産業省ホ ー ムペー ジより）
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